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目的： 

活性酸素とは、体内の酸素が通常よりも活性化された状態であり、健康に様々な影響をもたらします。small-for-

gestational age(SGA)児は、在胎不当過小児ともいわれ、出生時の体重が在胎期間に比して小さい児のことです。本

研究では、妊娠中の活性酸素と SGA 児出生との関連を調べました。 

 

方法： 

エコチル調査に参加した妊婦及び生まれた子どものデータから、活性酸素のマーカーである尿中 8-hydroxy-2′-

deoxyguanosine(8-OHdG)濃度と、SGA 児が出生する頻度との関連について統計解析を行いました。妊娠中に測定し

た尿中 8-OHdG 濃度によって、妊婦を 3 つのグループに分け、妊婦の年齢や体格、喫煙の有無や学歴、収入といっ

た社会的な背景因子を考慮して解析を行いました。  

 

結果： 

80,212 人の妊婦について解析を行いました。中程度の尿中 8-OHdG 濃度の妊婦と比較して、尿中 8-OHdG 濃度が

高い妊婦では、生まれた子どもが約 1.2 倍 SGA 児になりやすいという結果でした。しかし、尿中 8-OHdG 濃度測定が

SGA 児出生の予測に役立つかどうか解析を行ったところ、この尿中 8-OHdG 濃度を用いて SGA 児出生を予測するこ

とは難しいという結果が得られました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

活性酸素マーカーである尿中 8-OHdG 濃度は様々な生活習慣によって変動します。本研究において、尿中 8-OHdG

濃度が高い妊婦において、生まれた子どもが SGA である頻度が高いという結果が得られました。しかし、本研究の結

果では、尿中 8-OHdG 濃度が低いからといって SGA 児出生が減少することはなく、尿中 8-OHdG 濃度から SGA 児

出生の予測にも役立つかどうかはわかりませんでした。活性酸素の程度と産科アウトカムの関連や、活性酸素マーカ

ーの値が産科アウトカムの予測にどのように利用できるかについてはさらなる研究が必要です。本研究の限界点とし

て、尿中 8-OHdG 濃度の測定時期が参加者によって異なること、炎症性サイトカインに関する情報がないことなどが

挙げられます。 

 

結論： 

現在、SGA 児の出生を的確に予測できる検査はありません。本研究では、妊娠中の尿中 8-OHdG 濃度と SGA 児出

生の頻度には関連がみられました。しかし、本研究には限界点もあるので、結果の解釈には注意が必要です。今後、

活性酸素種と産科アウトカムの関連についてのさらなる研究が必要といえます。 

 


